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(57)【要約】
　ワイヤレスネットワークにおいてマルチユーザメディ
アアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）
をアグリゲートするためのシステム、方法、および装置
が提供される。本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方
法を提供する。本方法は、装置によって、複数のアグリ
ゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット
（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフ
レームを生成することを含み、ここにおいて、複数のＡ
－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのサブ
フレームは少なくとも第１のデバイスにアドレス指定さ
れ、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくと
も１つの他のサブフレームは少なくとも第２のデバイス
にアドレス指定される。本方法は、Ａ－ＭＰＤＵフレー
ムが少なくとも第１のデバイスと第２のデバイスとにア
ドレス指定されるという指示を物理レイヤコンバージェ
ンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニッ
ト（ＰＰＤＵ）フィールドに挿入することを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置によって、物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデー
タユニット（ＰＰＤＵ）内にアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニッ
ト（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームを生成することと、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが複数のＡ－
ＭＰＤＵサブフレームを備え、ここにおいて、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのう
ちの少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス
指定され、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームが少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに
アドレス指定されるという指示を前記ＰＰＤＵのフィールドに挿入することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御プロトコルデ
ータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、ここにおいて、前記指示が前記Ｍ
ＰＤＵデリミタフィールド中の値を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＭＰＤＵデリミタフィールドがデリミタシグネチャフィールドを備え、ここにおいて、
前記指示が前記デリミタシグネチャフィールド中の値を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＰＤＵが物理レイヤヘッダフィールドを備え、ここにおいて、前記指示が前記物
理レイヤヘッダフィールド中の値である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記物理レイヤヘッダフィールドが超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィー
ルドを備え、ここにおいて、前記指示が前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールド中の値である、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールドが部分アドレス識別子（ＡＩＤ）フィールドを備え、こ
こにおいて、前記指示が前記部分ＡＩＤフィールド中の値を備える、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールドがグループ識別子フィールドを備え、ここにおいて、前
記指示が前記グループ識別子フィールド中の値を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールドがリザーブフィールドを備え、ここにおいて、前記指示
が前記リザーブフィールド中の値を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘ
ッダを備え、前記ＭＡＣヘッダが肯定応答制御フィールドを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記肯定応答制御フィールドが、割り振られた空間ストリームの数、周波数帯域の数、
または肯定応答フレームのための時間位置を示すための１０個のビットを備える、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記肯定応答制御フィールドが肯定応答変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示す
、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記肯定応答制御フィールドが、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームに応答して肯定応答メッセ
ージを送るための、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに割り振られた帯域幅を
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示す、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記肯定応答制御フィールドの指示を、フレーム制御フィールド、超高スループット（
ＶＨＴ）制御フィールド、またはサービス品質（ＱｏＳ）制御フィールドのうちの１つま
たは複数に挿入することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　　物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（
ＰＰＤＵ）内にアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰ
ＤＵ）フレームを生成することと、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが複数のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームを備え、ここにおいて、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくと
も１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され、前
記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰＤＵサブフレ
ームが少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される、
　　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも前記第１のデバイスと前記第２のデバイスと
にアドレス指定されるという指示を前記ＰＰＤＵのフィールドに挿入することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御プロトコルデ
ータユニット（ＭＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、ここにおいて、前記指示が前記Ｍ
ＰＤＵデリミタフィールド中の値を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　ＭＰＤＵデリミタフィールドがデリミタシグネチャフィールドを備え、ここにおいて、
前記指示が前記デリミタシグネチャフィールド中の値を備える、請求項１５に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記ＰＰＤＵが物理レイヤヘッダフィールドを備え、ここにおいて、前記指示が前記物
理レイヤヘッダフィールド中の値である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記物理レイヤヘッダフィールドが超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィー
ルドを備え、ここにおいて、前記指示が前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールド中の値である、請
求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールドが、グループ識別子フィールド、部分アドレス識別子（
ＡＩＤ）フィールド、およびリザーブフィールドのうちの１つまたは複数を備え、ここに
おいて、前記指示が、前記グループ識別子フィールド、前記部分アドレス識別子（ＡＩＤ
）フィールド、または前記リザーブフィールド中の値を備える、請求項１８に記載の装置
。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘ
ッダを備え、前記ＭＡＣヘッダが肯定応答制御フィールドを備える、請求項１４に記載の
装置。
【請求項２１】
　前記肯定応答制御フィールドが、割り振られた空間ストリームの数、周波数帯域の数、
または肯定応答フレームのための時間位置を示すための１０個のビットを備える、請求項
２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記肯定応答制御フィールドが肯定応答変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示す
、請求項２０に記載の装置。
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【請求項２３】
　前記肯定応答制御フィールドが、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームに応答して肯定応答メッセ
ージを送るための、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに割り振られた帯域幅を
示す、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　実行されたとき、装置に、
　物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（Ｐ
ＰＤＵ）内にアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤ
Ｕ）フレームを生成することと、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが複数のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームを備え、ここにおいて、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも
１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され、前記
複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰＤＵサブフレー
ムが少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに
アドレス指定されるという指示を前記ＰＤＤＵのフィールドに挿入することと
を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記Ａ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ｍ
ＰＤＵ）デリミタフィールドを備え、ここにおいて、ＭＰＤＵデリミタフィールドがデリ
ミタシグネチャフィールドを含み、ここにおいて、前記指示が前記デリミタシグネチャフ
ィールド中の値を備える、請求項２４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記ＰＰＤＵが物理レイヤヘッダフィールドを備え、前記物理レイヤヘッダフィールド
が超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィールドを含み、ここにおいて、前記指
示が前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールド中の値である、請求項２４に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記ＶＨＴ－ＳＩＧフィールドが、グループ識別子フィールド、部分アドレス識別子（
ＡＩＤ）フィールド、およびリザーブフィールドのうちの１つまたは複数を備え、ここに
おいて、前記指示が、前記グループ識別子フィールド、前記部分アドレス識別子（ＡＩＤ
）フィールド、または前記リザーブフィールド中の値を備える、請求項２６に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘ
ッダを備え、前記ＭＡＣヘッダが、肯定応答変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を示
すための肯定応答制御フィールドを備える、請求項２４に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項２９】
　物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（Ｐ
ＰＤＵ）内にアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤ
Ｕ）フレームを生成するための手段と、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが複数のＡ－ＭＰＤＵ
サブフレームを備え、ここにおいて、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少な
くとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され
、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレームが少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに
アドレス指定されるという指示を前記ＰＤＤＵのフィールドに挿入するための手段と、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】



(5) JP 2017-532835 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

　前記少なくとも１つのＡ－ＭＰＤＵサブフレームがメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘ
ッダを備え、前記ＭＡＣヘッダが、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームに応答して肯定応答メッセ
ージを送るための、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとに割り振られた帯域幅を
示すための肯定応答制御フィールドを備える、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　複数のアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成されたプロセッサと、
ここにおいて、前記複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され、前記複数のＡ－ＭＰ
ＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰＤＵサブフレームが少なくとも
第２のデバイスにアドレス指定され、ここにおいて、前記Ａ－ＭＰＤＵフレームが、前記
Ａ－ＭＰＤＵフレームに応答して前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとから送信さ
れる肯定応答フレームの送信パラメータを示すための肯定応答制御フィールドを備える、
　前記Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するように構成された送信機と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレスネットワー
クにおいてアグリゲートマルチユーザメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（
Ａ－ＭＰＤＵ）をシグナリングするためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、
またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定されるであろう。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信が進化し続けるにつれて、通信方式は、より複雑になり続け、単
一の物理レイヤコンバージェンスプロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（
ＰＰＤＵ）へのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）
のアグリゲーションを促している。様々な通信方式にわたってメッセージとフレームとを
より効率的に送信する必要があり得る。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本発明の望ましい属性を担当するとは限らない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形
態」と題するセクションを読めば、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるア
クセスポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解さ
れよう。
【０００５】
　[0005]本出願の一態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は、装置に
よって、複数のアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰ
ＤＵ）サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成することを備え、ここにおいて
、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームは少なくとも
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第１のデバイスにアドレス指定され、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくと
も１つの他のサブフレームは少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される。本方法は
、Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも第１のデバイスと第２のデバイスとにアドレス指定
されるという指示をＰＬＣＰプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）フィールドに挿入す
ることをさらに備える。
【０００６】
　[0006]本出願の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、複数
のアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフ
レームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するように構成されたプロセッサを備え、こ
こにおいて、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームは
少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうち
の少なくとも１つの他のサブフレームは少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される
。Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも第１のデバイスと第２のデバイスとにアドレス指定
されるという指示をＰＬＣＰプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）フィールドに挿入す
るようにさらに構成されたプロセッサ。本装置は、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するよう
に構成された送信機をさらに含む。
【０００７】
　[0007]本出願のさらに別の態様は、実行されたとき、装置に、複数のアグリゲートメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレームを備えるＡ－
ＭＰＤＵフレームを生成させるコードを備え、ここにおいて、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフ
レームのうちの少なくとも１つのサブフレームが少なくとも第１のデバイスにアドレス指
定され、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つの他のサブフレームが
少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される、非一時的コンピュータ可読媒体を提供
する。本媒体は、実行されたとき、装置に、Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも第１のデ
バイスと第２のデバイスとにアドレス指定されるという指示をＰＬＣＰプロトコルデータ
ユニット（ＰＰＤＵ）フィールドに挿入させるコードをさらに備える。
【０００８】
　[0008]本出願のさらに別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は
、複数のアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
サブフレームを備えるＡ－ＭＰＤＵフレームを生成するための手段を備え、ここにおいて
、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームは少なくとも
第１のデバイスにアドレス指定され、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくと
も１つの他のサブフレームは少なくとも第２のデバイスにアドレス指定される。本装置は
、Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも第１のデバイスと第２のデバイスとにアドレス指定
されるという指示をＰＬＣＰプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）フィールドに挿入す
るための手段をさらに備える。本装置は、Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するための手段を
さらに含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】[0009]本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0010]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスにお
いて利用され得る様々な構成要素を示す図。
【図３】[0011]図１のワイヤレス通信システムにおいて送信され得るようなアグリゲート
メディアアクセス制御プロトコルデータユニットを含む物理レイヤデータユニットを示す
図。
【図４Ａ】[0012]アグリゲートＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）フレームの例示的な構造を示す
図。
【図４Ｂ】[0013]ＰＬＣＰプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）の例示的な構造を示す
図。
【図５】[0014]超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィールドの例示的な構造を
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示す図。
【図６】[0015]別の超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィールドの例示的な構
造を示す図。
【図７】[0016]メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）
フレームの例示的な構造を示す図。
【図８】[0017]直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）と多宛先（ＭＤ：multi-destination）
Ａ－ＭＰＤＵとを使用するアクセスポイントと複数の局との間の例示的なフレーム交換を
示す図。
【図９】[0018]ダウンリンク（ＤＬ）多宛先フレームに応答して肯定応答をスケジュール
するための例示的なフレーム交換のタイミング図。
【図１０】[0019]一実装形態による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１１】[0020]一実装形態による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】[0021]一実装形態による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】[0022]一実装形態による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0023]添付の図面を参照しながら、新規の装置および方法の様々な態様について以下で
より十分に説明する。ただし、本開示教示は、多くの異なる形態で実施され得るものであ
り、本開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈
されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範
囲を当業者に十分に伝えるように与えられる。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲
は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本発明の他の態様と組み合わせら
れるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいかなる態様をも
カバーするものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細書に記載する態
様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さらに、本発明
の範囲は、本明細書に記載する本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様以外に、
他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置または方法
をカバーするものとする。本明細書で開示するいかなる態様も請求項の１つまたは複数の
要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１１】
　[0024]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかを例として、図において
、および好適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態およ
び図面は、本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の
特許請求の範囲およびそれの均等物によって定義される。
【００１２】
　[0025]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロト
コルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明する様々な態様は、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイヤレスプロト
コルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規格に適用さ
れ得る。たとえば、本明細書で説明する様々な態様は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ、８０
１．１１ａｃ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ｇ、および／または８０２．１１ｂプロト
コルの一部として使用され得る。
【００１３】
　[0026]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接シーケンススペクトラム拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、



(8) JP 2017-532835 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

または他の方式を使用して、８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。８０２．１
１プロトコルの実装形態は、センサー、メータリング、およびスマートグリッドネットワ
ークのために使用され得る。有利なことに、たとえば、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ
、８０２．１１ｎまたは８０２．１１ａｃなど、８０２．１１プロトコルを実装するいく
つかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電
力を消費するかまたは高い通信速度を与え得る。
【００１４】
　[0027]本明細書で説明するデバイスのうちのいくつかは、さらに、多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）技術を実装し得る。これは８０２．１１プロトコルの一部としても実装され得る。
ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために複数（ＮT）個の送信アンテナと複数（ＮR）個
の受信アンテナとを採用する。ＮT個の送信アンテナとＮR個の受信アンテナとによって形
成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルまたは空間ストリームとも呼ばれるＮS個の
独立チャネルに分解され得、だたし、ＮS≦ｍｉｎ｛ＮT，ＮR｝である。ＮS個の独立チャ
ネルの各々は１つの次元に対応する。複数の送信アンテナおよび受信アンテナによって生
成された追加の次元数が利用された場合、ＭＩＭＯシステムは性能の改善（たとえば、よ
り高いスループットおよび／またはより大きい信頼性）を与えることができる。
【００１５】
　[0028]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントが
あり得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き、ＳＴＡはＷＬ
ＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットまた
は他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉＦｉ（たとえば
、８０２．１１ａｘなどのＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介
してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもあ
る。
【００１６】
　[0029]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
無線トランシーバ、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装さ
れるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００１７】
　[0030]また、局「ＳＴＡ」は、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態で
は、アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「Ｓ
ＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」
）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続
された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示する１
つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コン
ピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータ
ブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデ
バイス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲームデバイス
またはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信す
るように構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００１８】
　[0031]上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのいくつかは８０２．１１
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プロトコルを実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用されるにせよ、ＡＰ
として使用されるにせよ、他のデバイスとして使用されるにせよ、スマートメータリング
のためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのようなデバイ
スは、センサー適用例を与えるか、またはホームオートメーションにおいて使用され得る
。デバイスは、代わりにまたは追加として、ヘルスケアコンテキストにおいて、たとえば
、パーソナルヘルスケアのために使用され得る。それらのデバイスはまた、（たとえば、
ホットスポットとともに使用するための）拡張された範囲のインターネット接続性を可能
にするために、またはマシンツーマシン通信を実装するために、監視のために使用され得
る。複数の宛先のためのアグリゲートＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）は、大きいオーバーヘッ
ドを招くことなしにデータの量をいくつかのデバイスに転送するのに効率的であり得る。
ＰＰＤＵ中の多宛先Ａ－ＭＰＤＵの存在と、対応する肯定応答のタイミングとを示すため
の技法が必要である。
【００１９】
　[0032]図１に、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば、８０２．１１ａｃ規
格、８０２．１１ｎ規格、８０２．１１ｇ規格および８０２．１１ｂ規格のうちの少なく
とも１つに従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６ａ～１０
６ｆと通信するＡＰ１０４を含み得る。いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４はＭＤ－Ａ
－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１３５ａを備え得る。ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定
ユニット１３５ａは、Ａ－ＭＰＤＵフレームのＭＰＤＵを異なる局にアドレス指定するよ
うに構成され得る。たとえば、図１に示されているように、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス
指定ユニット１３５ａは、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームの第１のＭＰＤＵを第１の宛先１
４１にアドレス指定し、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームの第２のＭＰＤＵを第２の宛先１４
２にアドレス指定するように構成され得る。ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１
３５ａはまた、ＡＰ１０４が複数宛先（ＭＤ：multiple destination）Ａ－ＭＰＤＵを送
信していることを示すように構成され得る。たとえば、図１に示されているように、ＭＤ
－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１３５ａは、ＡＰ１０４がＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレ
ーム（たとえば、以下で説明するＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵ３０４およびＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵ４
００）を送信していることを示すためにＭＤ指示１４０を挿入するように構成され得る。
いくつかの態様では、ＭＤ指示１４０は、ＡＰ１０４が単一宛先Ａ－ＭＰＤＵフレームを
送信していることを示し得る。
【００２０】
　[0033]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆとの間の
、ワイヤレス通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は
、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆとの間で
送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることがある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、
ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆとの間で送信および受信され得る。そうである場
合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステムと呼ばれることがある。
【００２１】
　[0034]図１において、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｃは高効率（ＨＥＷ）ワイヤレス局（た
とえば、８０２．１１ａｘまたはそれ以降に開発された通信プロトコルに従って動作する
局）を備え得、ＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆは「レガシー」ワイヤレス局（たとえば、８０
２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ通信プロトコルのうちの１つまたは複数に従って動作する
局）を備え得る。たとえば、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｃのいずれも、レガシーワイヤレス
ＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆと比較して、通信または動作中により高いデータレートで通信
するように、および／またはより少ないエネルギーを利用するように構成され得る。した
がって、本開示では、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｃはＳＴＡの第１のグループ１０８ａの一
部と考えられ得、ＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆはＳＴＡの第２のグループ１０８ｂの一部と
考えられ得る。図示のように、ＡＰ１０４は、（以下でさらに詳細に説明する）フレーム
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３０４または４００などのＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームを複数の局に送信し得る。たとえ
ば、ＡＰ１０４は、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４をＳＴＡ１０６ａおよび１０６ｂ
に送信し得、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレーム４００をＳＴＡ１０６ｃおよび１０６ｄに送信
し得る。
【００２２】
　[0035]ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有しないことがあり、むし
ろ、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆ間のピアツーピアネットワークとして機能し得ることに留
意されたい。したがって、本明細書で説明するＡＰ１０４の機能は、代替的に、ＳＴＡ１
０６ａ～１０６ｆのうちの１つまたは複数によって実施され得る。
【００２３】
　[0036]図２に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細
書で説明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば
、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を備えるか、またはＳＴＡ１０６ａ～１０６
ｆのうちの１つを備え得る。
【００２４】
　[0037]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に与える。メモリ２０６の一
部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ２０４は
、一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算と
を実施する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実施するように実行可
能であり得る。
【００２５】
　[0038]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いて実装された処理シス
テムを備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実施することができる任意の他
の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００２６】
　[0039]処理システムは、コードまたはソフトウェアを記憶するための非一時的機械可読
媒体をも含み得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マ
イクロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意
味すると広く解釈されたい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形
式、実行可能コード形式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命
令は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な
機能を処理システムに実施させる。
【００２７】
　[0040]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０と受信機２１２とを
含み得るハウジング２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２とは組み合わせられ
てトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り付けられ
、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、たと
えば、ＭＩＭＯ通信中に利用され得る、（図示しない）複数の送信機、複数の受信機、複
数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含み得る。
【００２８】
　[0041]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
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ベルを検出し、定量化するために使用され得る、信号検出器２１８をも含み得る。信号検
出器２１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデバイス
２０２は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０
をも含み得る。ＤＳＰ２２０は、送信のためのデータユニットを生成するように構成され
得る。いくつかの態様では、データユニットはＰＰＤＵを備え得る。いくつかの態様では
、ＰＰＤＵはフレームまたはパケットと呼ばれることがある。いくつかの態様では、ＰＰ
ＤＵは、複数のＭＰＤＵを備えるアグリゲートＭＰＤＵを備え得る。
【００２９】
　[0042]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様では、ユーザインターフェース２
２２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン
、スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２
は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／またはユーザからの入
力を受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００３０】
　[0043]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２はＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス
指定ユニット２３５をさらに備え得る。ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５
は、Ａ－ＭＰＤＵフレームの各ＭＰＤＵを異なる局にアドレス指定するように構成され得
る。ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５はまた、ＡＰ１０４が複数宛先Ａ－
ＭＰＤＵを送信していることを示すように構成され得る。いくつかの態様では、ＭＤ－Ａ
－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５は、図１のＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニ
ット１３５ａと同様であり、それと同様の機能を実施する。たとえば、図２に示されてい
るように、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５は、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレ
ームの第１のＭＰＤＵを第１の宛先１４１にアドレス指定し、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレー
ムの第２のＭＰＤＵを第２の宛先１４２にアドレス指定するように構成され得る。さらに
、図２に示されているように、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１３５ａは、Ａ
Ｐ１０４がＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレーム（たとえば、以下で説明するＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵ
３０４およびＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵ４００）を送信していること、または単一宛先Ａ－ＭＰ
ＤＵを送信していることを示すために、ＭＤ指示１４０を挿入するように構成され得る。
図示のように、アンテナ２１６は、（以下でさらに詳細に説明する）フレーム３０４また
は４００などのＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信するために使用され得る。ＭＤ－Ａ－
ＭＰＤＵフレーム３０４および４００は、それぞれ、２つまたはそれ以上のデバイスの情
報を含んでいることがある。たとえば、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４は、第１の宛
先（宛先１）と第２の宛先（宛先２）とのためのデータを含んでいることがある。さらに
、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレーム４００は、第３の宛先（宛先３）と第４の宛先（宛先４）
とのためのデータを含んでいることがある。いくつかの態様では、宛先（宛先１～４）は
、図１のＳＴＡ１０６ａ～ｆおよび／またはＡＰ１０４のうちの１つまたは複数を備え得
る。いくつかの態様では、ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームを送信することは、ワイヤレス媒
体の効率的な使用を可能にし、オーバーヘッドを低減することができる。
【００３１】
　[0044]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素はバスシステム２２６によって互い
に結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含み得、ならびに、デ
ータバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。ワ
イヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合される
か、あるいは互いに入力を受け付けるかまたは与え得ることを、当業者は諒解されよう。
【００３２】
　[0045]図２には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わせられ得るかまたは共通に実装され得ることを、当業者は認識され
よう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能を
実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で
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説明した機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示された構成要素の各々
は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００３３】
　[0046]上記で説明したように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ
１０６ａ～１０６ｆを備え得、通信を送信および／または受信するために使用され得る。
ワイヤレスネットワークにおけるデバイス間で交換される通信は、パケットまたはフレー
ムを備え得るデータユニットを含み得る。いくつかの態様では、データユニットは、デー
タフレーム、制御フレーム、および／または管理フレームを含み得る。データフレームは
、ＡＰおよび／またはＳＴＡから他のＡＰおよび／またはＳＴＡにデータを送信するため
に使用され得る。制御フレームは、様々な動作を実施するために、およびデータを確実に
配信するために、データフレームとともに使用され得る（たとえば、データの受信を肯定
応答すること、ＡＰのポーリング、エリアクリアリング動作、チャネル取得、キャリア検
知維持機能など）。管理フレームは、（たとえば、ワイヤレスネットワークに加わり、そ
のネットワークから離れるなどのための）様々な監視機能のために使用され得る。
【００３４】
　[0047]アグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
フレームは、デバイスが単一の物理レイヤフレーム中で複数のデータフレームを送ること
を可能にする。一般に、物理レイヤフレーム（たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ）は単一の宛先の
みに宛てられる。しかしながら、各物理レイヤフレーム送信は、ある量のオーバーヘッド
（たとえば、プリアンブルオーバーヘッド、サウンディング、およびチャネル状態情報フ
ィードバック）を必要とする。多くのダウンリンクトラフィック状況では、フレームは複
数の宛先に送られ得る。フレームのためのダウンリンクトラフィックソースのためのいく
つかの例としては、（たとえば、オーディオ／ビデオ／データアップロード、ｈｔｔｐ　
ｇｅｔなどに応答した）ダウンリンク伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）肯定応答、（たとえ
ば、Ｆａｃｅｂｏｏｋ（登録商標）またはＴｗｉｔｔｅｒ（登録商標）を介したポスト、
広告プッシュ通知、電子メール通知を受信する）電話アプリケーション、およびＶｏＩＰ
セッションがある。複数のフレームが複数の宛先に送られるような状況では、複数の宛先
のためのフレームを含んでいる単一のＡ－ＭＰＤＵを送ることが望ましいことがある。い
くつかの態様では、これは、フレームのサイズと比較して物理レイヤプリアンブルオーバ
ーヘッドが大きいことがある、（たとえば、５０バイトよりも小さい）小さいフレームを
送信するときに望ましいことがある。たとえば、８０２．１１ａｃ規格において定義され
ているＭＣＳ７を用いて送信される８０ＭＨｚでの５０バイトフレームでは、データの１
つのＯＦＤＭシンボルに対してプリアンブルの１０個のＯＦＤＭシンボルがあり得る。し
たがって、そのようなオーバーヘッドを低減する１つの非限定的な方法は、複数の宛先の
ためのフレームを単一のＰＰＤＵ中にアグリゲートすることであり得る。本明細書で説明
する実施形態は、複数宛先（ＭＤ）Ａ－ＭＰＤＵの存在を送信およびシグナリングするこ
とに関し、ＭＤ－ＡＭＰＤＵを受信した局による肯定応答に関する。
【００３５】
　[0048]図３に、図１のワイヤレス通信システム１００において送信され得るような物理
レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダ３０２とアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユ
ニット３０４とを含む物理レイヤデータユニット３００を示す。図示のように、時間は、
ｘ軸上でページにわたって水平方向に増加する。図１のＡＰ１０４が、ＳＴＡ１０６ａ～
１０６ｆのうちの２つ以上に送るべきバッファされたユニットを有する場合、複数のワイ
ヤレスメッセージを送信する代わりに、ＡＰ１０４は単一のアグリゲートＭＰＤＵフレー
ム３０４を送信し得る。Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４は複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム
３０５Ａ～３０５Ｃを含み得る。複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム３０５Ａ～３０５Ｃの
うちの１つまたは複数は、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム３０５Ａ～３０５Ｃのうちの
１つまたは複数とは異なるＳＴＡにアドレス指定され得る。いくつかの実施形態では、図
２のＡ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム３０５Ａ～
３０５Ｃを異なるＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆ）の各々にアドレス指定
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するように構成され得る。
【００３６】
　[0049]しかしながら、８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃワイヤレス通信プロトコルは
、Ａ－ＭＰＤＵを備えるＰＰＤＵ中のすべてのＭＰＤＵフレームが同じＳＴＡにアドレス
指定されることを規定している。したがって、８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃワイヤ
レス通信プロトコルのうちの１つまたは複数に従って動作するレガシーＳＴＡ１０６ｄ～
１０６ｆは、第１のＭＰＤＵサブフレーム３０５Ａが、ＰＰＤＵ３００を受信した特定の
レガシーＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆにアドレス指定されていない場合、Ａ－ＭＰＤＵフレ
ーム３０４を処理するのを中止（または省電力モードに遷移）し得る。しかしながら、Ｈ
ＥＷ　ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｃは、Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４を適切に復号するため
に、Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４が複数の宛先に向けられているという特定の指示を必要
とし得る。いくつかの実施形態では、Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４が複数の宛先に向けら
れているという指示は、ＰＰＤＵ３００のＰＨＹヘッダ３０２部分またはＡ－ＭＰＤＵフ
レーム３０４部分のいずれか中に含まれ得るＭＤ－ＡＭＰＤＵ指示３５０を備え得る。
【００３７】
　[0050]図４Ａに、アグリゲートＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）フレーム４００の例示的な構
造を示す。図示のように、Ａ－ＭＰＤＵフレーム４００は、４０５ａ、４０５ｂ、および
４０５ｎと示されているように、可変数（ｎ個）のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含む。い
くつかの実施形態では、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム４０５ａ、４０５ｂ、および４０５ｎ
の各々は異なる局に宛てられ得る。Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム４０５ａ、４０５ｂ、およ
び４０５ｎの各々は、いくつかの態様では、ＭＰＤＵデリミタフィールド４１０ａ、ＭＰ
ＤＵフレーム４００ａ、および０個以上のパッドバイトから構成され得る。ＭＰＤＵフレ
ーム３００ａは、いくつかの態様では、図３に示されたＭＰＤＵフレーム３０５ａ～３０
５ｃと実質的に一致し得る。
【００３８】
　[0051]ＭＰＤＵデリミタフィールドの各々、たとえば、ＭＰＤＵデリミタフィールド４
１０ａは、フレーム終了（ＥＯＦ）フィールド４１２ａと、予約済みフィールド４１４ａ
と、ＭＰＤＵ長さフィールド４１６ａと、ＣＲＣフィールド４１８ａと、デリミタシグネ
チャフィールド４２０ａとを含み得る。デリミタシグネチャフィールド４２０ａは、２つ
のＭＳＤＵサブフレームデリミタシグネチャフィールド間の差を示し得る。一般に、この
フィールドは１６進値７Ｅに設定される。
【００３９】
　[0052]いくつかの実施形態では、デリミタシグネチャフィールド４２０ａは、ＭＤ－Ａ
ＭＰＤＵを復号するためのプロトコルを装備した局（たとえば、ＨＥＷ局）に、Ａ－ＭＰ
ＤＵがＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを示し得る。たとえば、ＭＤ－ＡＭＰＤＵフレームで
は、デリミタシグネチャフィールド４２０ａは、ＭＤ－ＡＭＰＤＵフレーム４００の存在
を示すためのＭＤ－ＡＭＰＤＵ指示３５０を備え得る。いくつかの実施形態では、デリミ
タシグネチャフィールド４２０ａは、７Ｄなど、７Ｅとは異なる値を設定され得、その異
なる値は、すべてのＨＥＷ局に指定され、知られる。７Ｄとしてのデリミタシグネチャフ
ィールド４２０ａを受信し、復号するレガシー局（たとえば、ＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆ
）はフレームをドロップすることになるが、７Ｄとしてのデリミタシグネチャフィールド
４２０ａを復号するＨＥＷ局（たとえば、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｃ）は、Ａ－ＭＰＤＵ
フレーム４００がＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを知ることになる。いくつかの実施形態で
は、図２のＡ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット２３５は、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム４０
５ａ～４０５ｎの各々を異なるＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ１０６ａ～１０６ｆ）にアドレ
ス指定するように構成され得る。
【００４０】
　[0053]図４Ｂに、ＭＤ　ＰＰＤＵ４９９の例示的な構造を示す。ＭＤ　ＰＰＤＵフレー
ム４９９は、ＰＨＹヘッダ３０２とＰＰＤＵのデータ部分４７５とを備える。いくつかの
実施形態では、ＰＰＤＵのデータ部分４７５は図３のＡ－ＭＰＤＵフレーム３０４を備え
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得る。図示のように、ＰＰＤＵのデータ部分４７５は、ＭＰＤＵデリミタ４１０ａ～４１
０ｆと、ＭＤ－ＡＭＰＤＵインジケータフィールド４５０と、ＭＰＤＵ４００ａ～４００
ｅとを備える。ＭＤ－ＡＭＰＤＵインジケータフィールド４５０は、ＭＤ　ＰＰＤＵ４９
９がＭＤ－ＡＭＰＤＵフレームを備えることを示し、ＰＰＤＵ３００のデータ部分中に含
まれるＭＰＤＵ４００の宛先を示す、単一の管理ＭＰＤＵを第１のＭＰＤＵとして備え得
る。図示のように、ＭＤ－ＡＭＰＤＵインジケータ４５０は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵインジケ
ータフィールド４５０のためのカテゴリーを示すカテゴリーフィールド４５１と、ＭＤ　
ＰＰＤＵ４９９を受信する局のためのいくつかのアクションを指定するアクションフィー
ルド４５２と、宛先ＳＴＡのアドレス識別子（ＡＩＤ）フィールド（たとえば、４５３ａ
～４５３ｃ）と、宛先ＳＴＡの近似シンボル開始フィールド（たとえば、４５４ａ～４５
４ｃ）と、アップリンク肯定応答が宛先ＳＴＡに対してどのように送られるべきかに関す
る情報を含む肯定応答情報（ＡＣＫ　Ｉｎｆｏ）フィールド（たとえば、４５５ａ～４５
５ｃ）とを備える。
【００４１】
　[0054]いくつかの実施形態では、物理レイヤヘッダフィールド（たとえば、ＰＨＹヘッ
ダ３０２）の超高スループット（ＶＨＴ）信号（ＳＩＧ）フィールドが、ＭＤ－ＡＭＰＤ
Ｕを復号するためのプロトコルを装備した局（たとえば、ＨＥＷ局）に、Ａ－ＭＰＤＵが
ＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを示し得る。図５に、例示的なＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィール
ド５００を示す。いくつかの実施形態では、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールド５００のサブ
フィールドの名前は送信のタイプに依存し得る。たとえば、図５に（および同様に図６に
）示されているように、いくつかのサブフィールドの名前は、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィー
ルド５００が、複合送信の下で送信されるのか（たとえば、複合名）、シングルユーザ送
信の下で送信されるのか（たとえば、ＳＵ名）、マルチユーザ送信の下で送信されるのか
（たとえば、ＭＵ名）に依存する。異なる送信のためのサブフィールドの名前は、送信タ
イプを示す図５および図６の行に対応する。
【００４２】
　[0055]図５に示されているように、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールド５００は、帯域幅フ
ィールド５０１と、予約済みフィールド５０２と、時空間ブロックコーディングフィール
ド５０３と、グループ識別子フィールド（ＩＤ）５０５と、送信機会省電力不可（transm
ission opportunity power save not allowed）フィールド５２０と、第２の予約済みフ
ィールド５２５とを備える。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールド５００のための複合名の下で
、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールド５００は時空間ストリーム数（ＮＳＴＳ）／部分アドレ
ス識別子フィールド５１３を備える。シングルユーザ送信の下で、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフ
ィールド５００は、シングルユーザＮＳＴＳフィールド５１４と部分アドレス識別子（Ａ
ＩＤ）フィールド５１５とを備える。いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、ある部分
ＡＩＤ値が、その特定の部分ＡＩＤをもつＡ－ＭＰＤＵがＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを
示すために予約されていると決定し、ＡＰ１０４に関連する局に通信し得る。部分ＡＩＤ
フィールド５１５は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵの存在を示すように変更され得る。いくつかの態
様では、図１のＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１３５ａは、その特定の部分Ａ
ＩＤをもつＡ－ＭＰＤＵがＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを示すように構成され得る。ＡＰ
１０４に関連しない局は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵを読み取り、部分ＡＩＤフィールド５１５が
それらの局のＡＩＤまたは部分ＡＩＤに一致しないので、そのＭＤ－ＡＭＰＤＵをドロッ
プし得る。いくつかの実施形態では、部分ＡＩＤフィールド５１５は９つのビットを備え
得る。
【００４３】
　[0056]グループＩＤフィールド５０５は、Ａ－ＭＰＤＵを受信すべき局のグループを識
別し得る。いくつかの実施形態では、グループＩＤフィールド５０５は、ＭＤ－ＡＭＰＤ
Ｕフレームの存在を示すように構成または変更され得る。たとえば、ＡＰ１０４は、いく
つかのグループＩＤ、またはグループＩＤのセットが、フレームがＭＤ－ＡＭＰＤＵフレ
ームであることを受信局に示すために予約されていると決定し、通信し得る。いくつかの
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実施形態では、予約済みグループＩＤは０１～６２の範囲内にあり得る。いくつかの態様
では、ＭＤ－ＡＭＰＤＵフレームの存在を示すためのグループＩＤの使用は、いくつかの
デバイスが、Ａ－ＭＰＤＵがそれらのデバイスためのＭＰＤＵを含んでいないときに受信
機回路を遮断するのを助けることができる。いくつかの態様では、図１のＭＤ－Ａ－ＭＰ
ＤＵアドレス指定ユニット１３５ａは、特定のグループＩＤ値をもつＡ－ＭＰＤＵがＭＤ
－ＡＭＰＤＵであることを示すように構成され得る。いくつかの実施形態では、グループ
ＩＤフィールドは６つのビットを備え得る。
【００４４】
　[0057]他の実施形態では、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールドの予約済みビットが、Ａ－Ｍ
ＰＤＵがＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを示し得る。図６は、例示的なＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ
２フィールド６００構造の図である。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２フィールド６００は、ショー
トガードインターバル（ＧＩ）フィールド６０１と、ショートＧＩ送信シンボル数（ＮＳ
ＹＭ）ディスアンビギュエーション（disambiguation）フィールド６０２と、シングルユ
ーザ／マルチユーザ（ＳＵ／ＭＵ）コーディングフィールド６０３と、低密度パリティチ
ェック（ＬＤＰＣ）余剰ＯＦＤＭシンボルフィールド６０４と、リザーブフィールド６１
７と、巡回冗長検査（ＣＲＣ）フィールド６１８と、テールフィールド６２０とを備える
。複数ユーザ送信の下で、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２フィールド６００は、ＭＵコーディング
フィールド６１５ａ、６１５ｂ、６１５ｃとリザーブビット６１６ａおよび６１６ｂとを
備える。一般に、ビットが予約済みとマークされている場合、ビットは０に設定される。
いくつかの実施形態では、ＭＤ－ＡＭＰＤＵフレームの存在を示すために、予約済みビッ
トのうちの１つまたは複数が１に変更および／または設定され得る。これらの実施形態で
は、レガシー局（たとえば、１に設定されたリザーブビット６１６ａ、６１６ｂ、および
６１７のうちの１つまたは複数をもつＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２フィールド６００を受信し、
復号する局（たとえば、ＳＴＡ１０６ｄ～１０６ｆ）は、フレームを復号することができ
ず、フレームの残りをドロップすることになる。ＨＥＷ局（たとえば、ＳＴＡ１０６ａ～
１０６ｃ）は、どのリザーブビットがＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵフレームの存在を示すかを知る
ためのプロトコルを装備し、フレームの残りを復号することになる。いくつかの態様では
、図１のＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵアドレス指定ユニット１３５ａは、１に設定された予約済み
ビット６１６ａ、６１６ｂ、および６１７のうちの１つまたは複数をもつＡ－ＭＰＤＵが
ＭＤ－ＡＭＰＤＵであることを示すように構成され得る。
【００４５】
　[0058]いくつかの実施形態では、図５および図６に示されたものとは異なるフレームフ
ォーマットをもつＳＩＧフィールドが使用され得る。このＳＩＧフィールドは、すべての
ＭＤ－Ａ－ＭＰＤＵのために使用され得、ＨＥＷ局によってのみ復号可能であり得る。い
くつかの態様では、上記で説明した同じ指示が、異なるフレームフォーマットをもつこの
ＳＩＧフィールドを使用するＰＰＤＵに適用され得る。さらに、Ａ－ＭＰＤＵフレーム（
たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ３０４または４００）が複数の宛先に向けられているという指示
は、他のプリアンブルフィールド（たとえば、信号（ＳＩＧ）フィールド、ロングトレー
ニングフィールド（ＬＴＦ）、ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）など）中にあ
り得る。いくつかの態様では、プリアンブルフィールドはＰＨＹヘッダ部分３０２内に位
置し得る。
【００４６】
　[0059]いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵ（たとえば、Ａ－Ｍ
ＰＤＵ４００）を受信する局のための肯定応答ポリシーを設定し得る。ＳＴＡの各々から
の肯定応答を協調させるために、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム３０５ａ～３０５ｃまたは４
０５ａ～４０５ｎ（図３および図４参照）のうちの１つまたは複数は、Ａ－ＭＰＤＵサブ
フレームのための肯定応答ポリシー（たとえば、Ａ－ＭＰＤＵ４００に応答してＳＴＡの
各々から送信される肯定応答フレームの送信パラメータ）を定義する１つまたは複数のフ
ィールドを含み得る。たとえば、肯定応答ポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに対す
る肯定応答がアドレス指定された受信機によって送信されるべきかどうか、送信されるべ
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き肯定応答のタイプ（たとえば、肯定応答が送信されるべきなのか、ブロック肯定応答が
送信されるべきなのか）、および／または、Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４が受信される時
と、Ａ－ＭＰＤＵフレーム３０４中に含まれるＭＰＤＵサブフレームへの肯定応答が送信
される時との間の遅延時間期間を示し得る。各Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム３０５ａ～ｃ、
４０５ａ～４０５ｎの示された肯定応答ポリシーは、ＭＰＤＵサブフレーム３０５ａ～３
０５ｃ、４０５ａ～４０５ｎの各々が肯定応答された場合に発生する衝突の確率を低減す
るために、ＭＰＤＵサブフレーム３０５ａ～３０５ｃ、４０５ａ～４０５ｎの各々の肯定
応答を協調させるように機能する。
【００４７】
　[0060]肯定応答を設定するために、ＡＰ１０４は、肯定応答ポリシーの指示をフレーム
のＭＡＣヘッダ部分中に含め得る。図７に、メディアアクセス制御プロトコルデータユニ
ット（ＭＰＤＵ）フレーム７００の例示的な構造を示す。ＭＰＤＵフレーム７００は、そ
れぞれ図３および図４に関して前に説明したＭＰＤＵサブフレーム３０５Ａ～３０５Ｃま
たは４０５Ａ～４０６Ｎのいずれかに対応し得る。図示のように、ＭＰＤＵフレーム７０
０は、１２個の異なるフィールド、すなわち、フレーム制御（ｆｃ）フィールド７１０、
持続時間／識別情報（ｄｕｒ）フィールド７２５、受信機アドレス（ａ１）フィールド７
３０、送信機アドレス（ａ２）フィールド７３５、宛先アドレス（ａ３）フィールド７４
０、シーケンス制御（ｓｃ）フィールド７４５、第４のアドレス（ａ４）フィールド７５
０、サービス品質（ＱｏＳ）制御（ｑｃ）フィールド７５５、高スループット（ＨＴ）／
ＶＨＴ制御フィールド７６０、肯定応答（ＡＣＫ）制御フィールド７６５、フレーム本体
７６８、およびフレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）フィールド７７０を含む。フィールド
７１０～７６５の一部または全部がＭＡＣヘッダ７０２を構成する。
【００４８】
　[0061]ＡＣＫ制御フィールド７６５は、ＭＰＤＵフレーム７００を受信する局に、ＢＡ
がいつおよびどのように送られるか、ならびに連続ＢＡ間の時間ギャップ（または周波数
オフセットまたは空間ストリームギャップ）（たとえば、ＭＰＤＵフレーム７００に応答
してＳＴＡの各々から送信されるブロック肯定応答フレームの送信パラメータ）を示し得
る。たとえば、ＡＣＫ制御フィールド７６５は、１つまたは複数の局が、ＭＰＤＵフレー
ム７００を搬送するＰＰＤＵからショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）時間期間後に
ＢＡを送るべきであることを示し得る。いくつかの実施形態では、ＡＣＫ制御フィールド
７６５の存在は、フレーム制御フィールド７１０、ＱｏＳ制御フィールド７５５またはＨ
Ｔ／ＶＨＴ制御フィールド７６０中の予約済みビット／ビット組合せを使用して示され得
る。ＡＣＫ制御フィールド７６５中に含められ得る情報は、ＢＡ変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）と、総アップリンク帯域幅、ＢＡのためのＳＴＡ毎帯域幅、またはアップ
リンク空間ストリームの総数などの帯域幅および／あるいは空間ストリーム情報と、ＢＡ
インデックスとを含み得、各ＳＴＡは、それのＢＡインデックスならびに帯域幅および空
間ストリーム情報から時間と、厳密な帯域幅と、空間ストリームインデックスとを決定す
る。
【００４９】
　[0062]いくつかの実施形態では、任意の２オクテットフィールドは、ＡＣＫ制御フィー
ルド７６５を作成するのに十分であり得る。いくつかの実施形態では、ＡＣＫ制御フィー
ルド７６５の１０個のビットは、空間ストリームの数（たとえば、８つの空間ストリーム
インデックスのうちの１つ）を示すための３つのビット、周波数帯域の数（たとえば、１
６個の周波数帯域のうちの１つ）を示すための４つのビット、およびＢＡのための時間位
置を示すための３つのビットのように区分され得る。ＡＣＫ制御フィールド７６５の１０
個のビットから、デバイスは、ＢＡをどのようにおよびいつ送るべきかを正確に決定する
ことができる。いくつかの実施形態では、ＢＡ　ＭＣＳは、ダウンリンクＰＰＤＵのＭＣ
Ｓに設定されるべきである。
【００５０】
　[0063]いくつかの実施形態では、ＯＦＤＭＡとＭＤ－ＡＭＰＤＵとは、ＰＰＤＵ送信全
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体のためにかかる時間を最適化するために組み合わせられ得る。ＯＦＤＭＡでは、各ＳＴ
Ａは、すべてのＳＴＡにわたる最小ＭＣＳに制限されないので、ＯＦＤＭＡは、ＳＴＡご
とに異なるデータレートを可能にする。いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４からより遠
くに位置するＳＴＡは、ＡＰ１０４のより近くに位置するＳＴＡよりも低いＭＣＳを有し
得る。いくつかの実施形態では、より高いＭＣＳを有するＳＴＡは、特定の周波数帯域幅
上でより高いＭＣＳを送信するために、ＭＤ－ＡＭＰＤＵを使用して組み合わせられ、こ
れはさらにＯＦＤＭＡと組み合わせられ得る。いくつかの実施形態では、より低いＭＣＳ
をもつＳＴＡは、送信されるべき全体的により低い長さのＰＰＤＵを達成し、システムの
データレートを増加させるために、ＭＤ－ＡＭＰＤＵを使用して組み合わせられ、ＯＦＤ
ＭＡを使用して異なる帯域幅上で送信され得る。
【００５１】
　[0064]図８は、ＯＦＤＭＡとＭＤ－ＡＭＰＤＵとを使用する例示的なフレーム交換のタ
イミング図である。図８において、ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵ送信と、ＭＤ－ＡＭ
ＰＤＵを受信したＳＴＡからの対応するアップリンク肯定応答とのための媒体を予約する
ために、自己への送信可（ＣＴＳ）（clear to send to self）メッセージ８０２を送る
。ＡＰ１０４は、次に、共通プリアンブル部分８０６とＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０
５ａ～ｄとを備えるＰＰＤＵ８０７を送信する。いくつかの実施形態では、第１の帯域幅
上で送信されるＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ａは、図３、図４Ａおよび図４ＢのＭ
Ｄ－ＡＭＰＤＵフレーム３０４、４００、および４７５を備え得る。いくつかの実施形態
では、共通プリアンブル部分８０６は図３のＰＨＹヘッダ部分３０２を備え得る。さらに
、各ＭＤ－ＡＭＰＤＵ８０５ａ～ｄは異なる周波数帯域幅上で送信される。いくつかの実
施形態では、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ａは、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０
５ｂ～８０５ｄ中でアドレス指定されるＳＴＡよりも高いＭＣＳを有するＳＴＡにアドレ
ス指定され得る。
【００５２】
　[0065]ＭＤ－ＡＭＰＤＵ８０５ａ～ｄはまた、上記で説明したように、肯定応答をどの
ＳＴＡがいつ送るべきかの指示を含み得る。たとえば、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０
５ａおよび８０５ｂは、ＳＴＡ１～８にアドレス指定され得、ＳＴＡ１～８がＭＤ－ＡＭ
ＰＤＵメッセージ８０５ａおよび８０５ｂを受信してからＳＩＦＳ時間後に異なる周波数
上でそれらのＡＣＫメッセージを送るべきであることを示す指示をＭＤＰＵのＭＡＣヘッ
ダ中に有し得る。ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ｃおよび８０５ｄは、ＳＴＡ９～１
６にアドレス指定され得、ＳＴＡ９～１６がＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ｃおよび
８０５ｄを受信してから特定の時間後に異なる周波数上でそれらのＡＣＫメッセージを送
るべきであることを示す指示をＭＤＰＵのＭＡＣヘッダ中に有し得る。特定の時間は、Ｓ
ＴＡのＭＣＳに基づいて、およびＳＴＡ１～８からのＡＣＫメッセージの推定送信時間に
基づいて、ＰＰＤＵ８１０のための送信時間を計算することによって、ＡＰ１０４によっ
て決定され得る。図示のように、８つのＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ１～８）が、ＭＤ－Ａ
ＭＰＤＵ８０５ａ～ｄを受信してから短い時間（たとえば、ＳＩＦＳ）後に８つの異なる
帯域幅上でアップリンクＢＡ８１５を送る。アップリンクＢＡ８１５から短い時間後に、
もう８つのＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ９～１６）が、ＡＰ１０４に８つの異なる帯域幅上
でアップリンクＢＡ８１６を送る。
【００５３】
　[0066]ＯＦＤＭＡとＭＤ－ＡＭＰＤＵとのこの組合せは、ＡＰ１０４が、組合せＯＦＤ
ＭＡおよびＭＤ－ＡＭＰＤＵ送信のための特定の周波数帯域と特定のＭＣＳとを各局に示
すことを必要とし得る。したがって、ＡＰ１０４は、組合せＯＦＤＭＡおよびＭＤ－ＡＭ
ＰＤＵ送信に参加すべきＳＴＡの１つまたは複数のグループを示し得、各グループのため
の特定の周波数帯域幅を示し得る。いくつかの実施形態では、帯域幅がどのように割り振
られるかの指示は２つのビットを備え得る。たとえば、両方のビットが０に設定された場
合、帯域幅は分割されず、８つの局がその周波数帯域幅を共有し得る。ビットが「０１」
に設定された場合、帯域幅は２つの異なる周波数帯域幅に分割され得、各帯域幅に４つの
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局が割り当てられ得る。いくつかの実施形態では、ビットが「１０」に設定された場合、
周波数は４つの異なる帯域幅にスプリットされ得、各帯域幅に２つのＳＴＡが割り当てら
れる。いくつかの実施形態では、ビットが「１１」に設定された場合、周波数は８つの異
なる帯域幅にスプリットされ得、各帯域幅に単一のＳＴＡが割り当てられる。
【００５４】
　[0067]いくつかの実施形態では、帯域幅割振りに従ってＰＰＤＵ中でＳＴＡのための特
定の帯域幅を示すために、６ビットグループ識別子（ＩＤ）が使用される。これらの実施
形態では、各グループＩＤにおいて、ＳＴＡは、最高帯域分割に従って帯域幅中の位置を
割り当てられる。より少ない周波数帯域幅分割を有する実施形態では、ＳＴＡ位置は、最
高帯域分割でのそれの位置に従って決定され得る。たとえば、ＳＴＡが８つの帯域幅のう
ちの第３の帯域幅中の位置を割り振られたとすると、帯域幅が４つの異なる帯域幅に分割
された場合、ＳＴＡは第２の帯域幅位置中の位置を割り振られるであろう。帯域幅が２つ
の異なる帯域幅に分割された場合、ＳＴＡは、第１の帯域幅グループ中の位置を割り振ら
れるであろう。
【００５５】
　[0068]図９は、ダウンリンク（ＤＬ）ＭＤフレームに応答して肯定応答をスケジュール
するための例示的なフレーム交換９００のタイミング図である。図示のように、ＡＰ１０
４は、ダウンリンクフレームと後続の肯定応答フレームとの送信のための媒体を予約する
自己へのＣＴＳメッセージ８０２を送る。ＡＰ１０４は、次いで、ＤＬ　ＭＤフレーム９
０４をＳＴＡ１～３に送信する。ＤＬ　ＭＤフレーム９０４はＭＤ－ＡＭＰＤＵを備え得
る。いくつかの実施形態では、ＤＬ　ＭＤフレーム９０４は、ＡＣＫ制御フィールド７６
５またはＡＣＫポリシーの他の指示を備える。ＡＣＫ制御フィールド７６５中の情報（た
とえば、ＢＡ　ＭＣＳ、総アップリンク帯域幅、ＳＴＡ毎帯域幅、総アップリンク空間ス
トリーム、ＢＡインデックスなど）を使用して、ＳＴＡ１～３は、それらが互いに干渉せ
ず、自己へのＣＴＳ８０２のネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）によって予約された
時間内に収まるように、ＡＣＫメッセージ９０５、９０６、および９０７をいつ送るべき
かを決定することができる。いくつかの態様では、ＡＣＫメッセージ９０５、９０６、お
よび９０７のうちの１つまたは複数はブロック肯定応答（ＢＡ）メッセージを備え得る。
【００５６】
　[0069]図１０は、一実装形態による、ワイヤレス通信のための方法１０００のフローチ
ャートである。いくつかの態様では、方法１０００は、図２に関して上記に示したワイヤ
レスデバイス２０２によって実施され得る。いくつかの態様では、方法１０００は、ＡＰ
１０４または任意の好適なデバイスによって実施され得る。ブロック１００５において、
ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵフレームに応答するための肯定応答（ＡＣＫ）ポリシー
の存在を示す。いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、この指示をＡＣＫ制御フィール
ド７６５中に含め得る。いくつかの実施形態では、指示は、ＦＣフィールド７１０、Ｑｏ
Ｓ制御フィールド７５５、またはＨＴ制御フィールド７６０の部分中に含められ得る。い
くつかの態様では、指示はＭＤ－ＡＭＰＤＵインジケータ４５０中に含められ得る。ブロ
ック１０１０において、ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵに応答するためのＡＣＫポリシ
ーをもつメッセージを生成する。いくつかの実施形態では、メッセージは、ＭＰＤＵ７０
０およびＡ－ＭＰＤＵフレーム３０４を備え得るＰＰＤＵ３００を備え得る。
【００５７】
　[0070]ブロック１０１５において、ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵを受信するＳＴＡ
の各々のためのＡＣＫ情報を含める。いくつかの実施形態では、ＡＣＫ情報は、ＢＡ　Ｍ
ＣＳ、総アップリンク帯域幅、ＳＴＡ毎帯域幅、総アップリンク空間ストリーム、ＢＡイ
ンデックス、またはＳＴＡがそれのＡＣＫをＡＰ１０４にいつおよびどのように送るべき
かを決定することを可能にする他の情報を備え得る。ブロック１０２０において、ＡＰ１
０４は、次いで、メッセージを異なるＳＴＡに送信する。
【００５８】
　[0071]図１１は、一実装形態による、ワイヤレス通信のための方法１１００のフローチ
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ャートである。いくつかの態様では、方法１１００は、図２に関して上記に示したワイヤ
レスデバイス２０２によって実施され得る。いくつかの態様では、方法１１００は、ＳＴ
Ａ１０６ａまたは任意の好適なデバイスによって実施され得る。ブロック１１０５におい
て、ＳＴＡ１０６ａは、ＡＣＫ情報を含んでいるメッセージを受信する。いくつかの実施
形態では、メッセージは、ＡＣＫ制御フィールド７６５を備える、ＡＰ１０４からのＭＤ
－ＡＭＰＤＵフレームを備え得る。ブロック１１１０において、ＳＴＡ１０６ａは、次い
で、ＡＣＫ情報に基づいて、それのＡＣＫメッセージ送信をいつおよびどのように送るべ
きかを決定する。たとえば、ＡＣＫ制御フィールド７６５は、ＭＣＳと、ＳＴＡ１０６ａ
に割り振られた帯域幅と、ＳＴＡがそれのＡＣＫメッセージをいつ送るべきかの命令とを
含み得る。ＳＴＡ１０６ａは、次いで、そのような情報に基づいて、ＡＣＫを送信すべき
特定の時間と、送信のタイプ（たとえば、ＢＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ
など）とを決定し得る。ブロック１１１５において、ＳＴＡ１０６ａは、次いでＡＣＫメ
ッセージを生成する。いくつかの実施形態では、ＡＣＫメッセージは、ブロック１１１０
における決定に基づいて生成される。ブロック１１２０において、ＳＴＡ１０６ａは、決
定された送信に基づいてＡＣＫメッセージをＡＰ１０４に送信する。
【００５９】
　[0072]図１２は、一実装形態による、ワイヤレス通信のための方法１２００のフローチ
ャートである。いくつかの態様では、方法１２００は、図２に関して上記に示したワイヤ
レスデバイス２０２によって実施され得る。いくつかの態様では、方法１２００は、ＡＰ
１０４または任意の好適なデバイスによって実施され得る。ブロック１２０５において、
ＡＰ１０４は、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージのための帯域幅グループの数を決定する。た
とえば、図８を参照すると、ＡＰ１０４は、ＰＰＤＵ８０７送信のための帯域幅が４つの
異なる帯域幅に分割されるべきであると決定する。ブロック１２１０において、ＡＰ１０
４は、次いで、ＳＴＡを各帯域幅グループに割り振る。図８を参照しながら上記で説明し
たように、いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１～８を帯域幅グループ１お
よび２（たとえば、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ａ～ｂ）に割り振り得、ＳＴＡ９
～１６を帯域幅グループ３および４（たとえば、ＭＤ－ＡＭＰＤＵメッセージ８０５ｃ～
ｄ）に割り振り得る。ブロック１２１５において、ＡＰ１０４は、次いで、帯域幅割振り
に基づいてＰＰＤＵを送信する。たとえば、ＡＰ１０４は、示された４つの異なる帯域幅
の帯域幅割振りに基づいて図８のＰＰＤＵ８０７を送信し得る。
【００６０】
　[0073]図１３は、一実装形態による、ワイヤレス通信の方法１３００のフローチャート
である。いくつかの態様では、方法１３００は、図２に関して上記に示したワイヤレスデ
バイス２０２によって実施され得る。いくつかの態様では、方法１３００はＡＰ１０４に
よって実施され得る。方法１３００は、図３～図９に関して前に説明したような１つまた
は複数の実装形態に対応し得る。
【００６１】
　ブロック１３０２は、装置によって、ＰＬＣＰプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）
内にアグリゲートメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）フレ
ームを生成することを含み、Ａ－ＭＰＤＵフレームは複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを
備え、ここにおいて、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームのうちの少なくとも１つのＡ－Ｍ
ＰＤＵサブフレームは少なくとも第１のデバイスにアドレス指定され、複数のＡ－ＭＰＤ
Ｕサブフレームのうちの少なくとも１つの他のＡ－ＭＰＤＵサブフレームは少なくとも第
２のデバイスにアドレス指定される。たとえば、図４に関して前に説明したように、Ａ－
ＭＰＤＵ４００は複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレーム４０５ａ～４０５ｎを備える。前に説
明したように、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームは１つまたは複数のデバイスに宛てられ
る。一態様では、Ａ－ＭＰＤＵ４０５ａは、第１のデバイス（たとえば、図１のＳＴＡ１
０６ａ）にアドレス指定され得、Ａ－ＭＰＤＵ４０５ｂは、第２のデバイス（たとえば、
図１のＳＴＡ１０６ｄ）にアドレス指定され得る。
【００６２】
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　[0074]ブロック１３０４は、Ａ－ＭＰＤＵフレームが少なくとも第１のデバイスと第２
のデバイスとにアドレス指定されるという指示をＰＰＤＵのフィールドに挿入することを
含む。たとえば、図４に関して前に説明したように、Ａ－ＭＰＤＵ４０５ａがレガシーＳ
ＴＡ１０６ａに宛てられていることを示すための値が、少なくとも第１のＡ－ＭＰＤＵサ
ブフレーム４０５ａのメディアアクセス制御プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）デリ
ミタフィールド４１０ａのデリミタシグネチャフィールド４２０ａに挿入され得る。図５
のいくつかの実装形態では、後続するＡ－ＭＰＤＵフレーム（たとえば、図３のＡ－ＭＰ
ＤＵフレーム３０４）が、第１のデバイス（たとえば、図１のＳＴＡ１０６ａ）にアドレ
ス指定されたＭＰＤＵ３０５ａと、第２のデバイス（たとえば、図１のＳＴＡ１０６ｄ）
にアドレス指定されたＭＰＤＵ３０５ｂとをもつ多宛先Ａ－ＭＰＤＵであることを示すた
めの値が、部分ＡＩＤフィールド５１５に挿入され得る。いくつかの実施形態では、デリ
ミタシグネチャフィールド４２０ａは８つのビットを備え得る。
【００６３】
　[0075]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを包
含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること、
導出すること、調査すること、ルックアップすること（たとえば、テーブル、データベー
スまたは別のデータ構造においてルックアップすること）、確認することなどを含み得る
。また、「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセ
スすること（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、
「決定すること」は、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを
含み得る。さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を
包含することがあるか、または帯域幅と呼ばれることもある。
【００６４】
　[0076]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、また
はｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃを包含するものとする。
【００６５】
　[0077]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェア
および／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モジ
ュールなど、それらの動作を実施することが可能な任意の好適な手段によって実施され得
る。概して、図に示されたどの動作も、その動作を実施することが可能な対応する機能的
手段によって実施され得る。
【００６６】
　[0078]本明細書で使用するインターフェースという用語は、２つまたはそれ以上のデバ
イスを互いに接続するように構成されたハードウェアまたはソフトウェアを指すことがあ
る。たとえば、インターフェースは、プロセッサまたはバスの一部であり得、デバイス間
での情報またはデータの通信を可能にするように構成され得る。インターフェースは、チ
ップまたは他のデバイスに組み込まれ得る。たとえば、いくつかの実施形態では、インタ
ーフェースは、あるデバイスからの情報または通信を別のデバイスにおいて受信するよう
に構成された受信機を備え得る。（たとえば、プロセッサまたはバスの）インターフェー
スは、フロントエンドまたは別のデバイスによって処理された情報またはデータを受信し
得るか、あるいは受信された情報を処理し得る。いくつかの実施形態では、インターフェ
ースは、情報またはデータを別のデバイスに送信または通信するように構成された送信機
を備え得る。したがって、インターフェースは、情報またはデータを送信し得るか、ある
いは（たとえば、バスを介した）送信のために出力するための情報またはデータを準備し
得る。
【００６７】
　[0079]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュールおよび回路
は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
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ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラまたは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの
組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のその
ような構成として実装され得る。
【００６８】
　[0080]１つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される
場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体
は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を
含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ
または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデ
バイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記
憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備
えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たと
えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル
加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を
使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸
ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、および
マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様
では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を
備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピュータ可
読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【００６９】
　[0081]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実施するためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品
は、本明細書で説明した動作を実施するために１つまたは複数のプロセッサによって実行
可能である命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体
を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を
含み得る。
【００７０】
　[0082]本明細書で開示した方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【００７１】
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　[0083]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【００７２】
　[0084]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実施するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によって
ダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえ
ば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実施するための手段の転送を可能
にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユー
ザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方
法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディス
ク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。
その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適な
技法が利用され得る。
【００７３】
　[0085]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこと
を理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許
請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【００７４】
　[0086]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は、
それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】 【図５】
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【図８】 【図９】
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【図１２】 【図１３】
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